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 台風 19 号が猛威をふる

い各地に甚大な被害をもた

らしました。皆さま、被害

等ございませんでしたか？    

今回の台風は、人間の力

が及ばないものとはなんで

あるのか、改めて知らされ

ましたが、一方で警戒情報

の進歩は少なからず感じま

した。今後、毎年起こるで

あろうあらゆる災害に関す

る情報は科学の発達により

さらに発展してゆくと思い

ますし、いただきたいもの

ですが、この、科学が進歩

してもどうすることもでき

ない科学の入る隙のないこ

とが生死の問題でありまし

ょう。 

まず、科学（science）と

は「観察や実験など経験的

手続きによって実証された

法則的・体系的知識」と広

辞苑にはありました。有名

な法則といえば、多くの方

が知っているニュートンが

ある日、リンゴが木から落

ちるさまを見て気づいたと

言われる「万有引力の法則」

などがあります。後の科学

の発展に多大なる影響を与

えましたが、逆に昨今、そ

れが多くの化学兵器といわ

れる恐ろしいものに変化し

てきていることは大変心配

です。 

数か月前、テレビである

自然科学の専門家が言われ

ていたことを思い出します。

女性の方でしたが、正確で

はありませんが大体の内容

は、「現代人は科学というも

のを少し勘違いしているの

ではないか。科学とは実験

や経験から実証された、法

則や体系を知り、この私は

こういった中で生かされて

いたのかと気づき、感謝す

ることが科学が教える大切

なことなのでは。」と言われ

ていたと思います。本当の

科学者とはこういう考えの

方をいうのかなあと、思わ

される言葉でした。 

さて、現在私たちは科学

に依存した生活を送ってお

りますが、その科学でも決

して解決できないものが、

生死の問題（私が死ぬ問題）

であると先に申しました。

では、どうすれば生死の問

題を解決できるのか？ 

『仏説観無量寿経』の中

に、自分の子供に殺されそ

うになった末、牢屋に叩き

込まれ生きる力もなく、ほ

とほとこの世が嫌になり憔

悴しきっている韋提
い だ い

希
け

夫人

が、お釈迦様に対し「どう

か苦しみのない世界を教え

てください」と訴えます。

するとお釈迦様は眉間から

光を放ちあらゆる仏様の世

界を見せしめた結果、韋提

希は浄土往生を願うという

場面があります。ここで、

「眉間から光を放つ」とい

う言葉だけ取ると科学中心

の考えでは、どうしても抵

抗があるかと思います。し

かし、ここで韋提希のかか

えている問題とは、お金や

科学といったものでは到底

解決できない、生死の問題

でありました。 

 浄土真宗には、「後生の一

大事」という言葉がありま

す。この意味は私の人生の

大問題をまず死ということ

に据えて、ただ無意味に死

んでゆく人生ではなく、何

処に生まれ行くか真剣に問

題にする心です。この問題

が生じたとき科学では解決

できません。しかし、この

問題を見事に解決してくだ

さった方が阿弥陀仏です。

今、解決してくださったと

書きました。ここが、浄土

真宗の抑えるべき大切なと

ころです。浄土真宗のお経

は阿弥陀様が、私たちのた

めに後生の一大事を解決し

てくださったことが説かれ

てあります。阿弥陀様の後

生の解決法とその結果を生

涯聞かせていただくだけで

す。「念仏成仏これ真宗」  
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写経と法話会（常例・妙蓮寺にて） 

１１月９日（土）14 時～ 

１２月９日（月）14 時～ 

写経は『仏説阿弥陀経』を少しずつ進めています。（テキスト代 864 円税込）  

法話会では『正信偈』を少しづつあじわっていきます。 

「信心は聞くということにつきるのである」蓮如上人 

                                               

団体参拝（築地本願寺報恩講） 

日時 １１月１４日（木） 

   築地本願寺正門前 11 時 30 分集合 （詳細は別紙にて） 

                                              

妙蓮寺報恩講（親鸞聖人ご命日） 

日時 １２月１日（日） 

  １３時３０～読経『正信偈・和讃』 

１４時１０分頃～ご法話（３０分２席） 

    講師 米田順昭師 広島県 最禪寺 真宗学寮講師 

《ご法話について》 

昨年に引き続き、米田先生にお越しいただくことになりました。広島弁の独特な雰囲気で、楽しく 

わかりやすく、お話いただけると思います。 

 今回は、「今ここでの救い」ということをわかりやすくお話下さいます。 

 

    １５時３０分頃～お斎
と き

 

報恩講は最も大切な行事でありご法話の後、お斎（食事）と少々お酒をご用意させていただき 

ます。 ごいっしょにご歓談いたしましょう！ 

 

お斎までお召し上がれる方は、お弁当のご用意を致しますのでお手数ですがご連絡願います。 

連絡先 03-6231-4733 090-6340-9040 

 

場所 妙蓮寺（駐車場有） 

                                           

《お知らせ》12 月 8 日（日） 築地本願寺成道会（布教大会）に 11 時 30 分～妙蓮寺住職が法話いたします。 

            観光がてら、是非足をお運びください。 


